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“ 生きた ”微生物と活性のある酵素の土壌改良材
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ご挨拶

目に見えない微生物・酵素が重要な存在

土壌作りの基本

土壌の健康診断

スーパーＥ・Ｒとは

科学の進歩により、人類は5000万種以上とも言われる化学物質を作り出し、環境汚染、環境破
壊等を生み出してしまい、人間、動物、植物などの命あるものの全てに、解決し難いほど大きな
問題を引き起こしています。
この解決に、全ての生命の源であり、目には見えないほど小さな“微生物”“酵素”に大きな期待が
寄せられるようになってきました。
サンルートの理念である「人間も動物も植物も生命の基本は同じ」から生まれた、多様で強力
な活性をもつ微生物と酵素による土壌改良材「スーパーE・R」が注目され、全国各地の実践者の
皆様から、多数の素晴らしい成果をご報告いただいています。それらの実績をご覧ください。
私たちは、社訓に「地球は遺産ではなく預かりものである」を掲げ、「未来を担う子どもたち
のために」 かけがえのない地球環境を守る活動のお手伝いをしております。今後も、ご納得され
た皆様と共に活動の輪を拡げ、地球環境を守り続けることができれば幸いに存じます。

土壌1g中には数億以上もの微生物が存在して土壌環境を整え、人間には200種類100兆以上も
の微生物が腸内フローラを形成して働き、私たちの健康を守っています。土壌作りには、この
重要な微生物の多様性と活性を向上させることが最も重要であり、費用対効果の高い農作物栽
培の基本となります。

日本古来の発酵の技術により作られた安心・安全・無害な土壌改良材です。多様で活性のあ
る微生物と酵素による土壌作りは、土壌微生物多様性・活性値を短期間で向上させ、誰でも土
壌作り名人を実現させる可能性を秘めています。

人間も動物も植物も生命の基本は同じ人間も動物も植物も生命の基本は同じ

スーパーＥ･Ｒは肥料・農薬・特定農薬のいずれにも該当致しません。1

作物に生じた病害虫などの問題は、土壌の微生物環境の崩れが
形として表れたものです。
病害虫に対する薬剤の使用は、対症療法であり根本解決にはな
りません。これらの問題が生じないような土壌作りをおこなうこ
とが根本的な解決方法であり、予防法になります。

人間は健康診断をおこない現在の健康状態を把握し、日々の健康作りに役立てています。土
壌作りにおいては、今までにない画期的な検査方法「土壌微生物多様性・活性値」（（株）DGC
テクノロジー様）により、土壌の微生物環境を数値で確認することが可能になりました。
この数値化により、圃場の土壌微生物環境の把握が可能となり、その後の土壌作りの指針が
明確になりますので、土壌作りの前に検査をおこなうことが、より重要になってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳しくは 5～ 6P 参照）
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施用の基本と応用施用の基本と応用
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スーパー E･R は、
原料の Enzyme の E と、
社名の SunRoute の R を
とって名づけられました

正式名称はスーパーエンザイムルート！
スーパーＥ・Ｒは、日本に古くから伝わる発酵の技術を用い、
多種多様な生きた微生物による非加熱の土壌改良材です
植物はもとより、人間や動物や地球環境にもやさしく、安心・安全で無害です
農作物全般、樹木などのあらゆる植物を育てる土壌の微生物多様性と活性を高めます
品質の向上、成長促進、収穫量の増加などが期待できます

エンザイムルート

1

㎡

◎土壌中の有用微生物を増殖させ、多量
必須元素、微量必須元素の可給化を促
進する

◎土壌の団粒化を促進する

５００～１０００倍に希釈する
※なるべく使用する直前におこなう

１０アールあたり300L以上をたっぷり
と潅水する

１㎡あたり１L以上を基本として周囲の
土壌に潅水する。密集具合や樹勢、樹の
生育具合により潅水量を調節する

効果 希釈倍率 農作物への施用 樹木の緑化

活着後 基準より薄めて
施用して下さい

播種・定植の約２週間以上前に潅水する 定植後の活着を確認してから潅水 開花期の花びらへの施用は濃度を基準よ
り薄めて施用する

ハウス栽培作物への潅水に最適
やや薄めに希釈してたっぷりと潅水する

播種・定植前の施用 定植後の施用 花卉類への施用 ハウス栽培への施用

混用不可

基肥や追肥として液肥との混用可
※有機肥料が最も好ましい

希釈後は当日中に使い切る 農薬・殺菌剤との混用は不可
ただし、スーパーE･R施用から４～５日
経過以降の農薬散布は可

夜間を除く終日に施用するのが好ましい
が、夏日の日中の施用は避ける
降雨前後が最も望ましいが、乾燥時は潅
水量を多めにする

液肥との混用 希釈液の保存期間 農薬との混用 施用タイミング

発酵までの

日数

熟成までの日数

（表面と中心部が同じ色になる）

春 2～3 日位 20 日間位

夏 1～2 日位 15 日間位

冬 1 週間位 20～30 日位

温度 50～58℃ 常温になる

スーパーE･Rは土壌潅水以外にも米ぬか
のボカシ作りに応用できます。米ぬか
発酵ボカシは土壌微生物多様性・活性
値を上げ、短期間での土壌作りに効果
的です。また、堆肥作り等への応用も
可能です。

スーパーＥ･Ｒ500～1000倍希釈液　約2L
米ぬか　15kg　(水分量14-15%程度)

ご注意：仕込みから熟成までの間、通気性の悪い容器
等を使用するとカビが発生します。
これを避けるため、無塗装のコンパネ、ベニヤ板やゴ
ザ等の通気性の良いものを使用します。

①ビニールシートに米ぬかを広げ、スーパーE･R希釈液を少しずつ加え
ダマにならない様に良く混ぜ、軽く握って崩れずにかたまりができ
る程度にする

②①を山にして、通気性の良いゴザなどで覆う
③温かくなってきたら空気を入れるように一日一回混ぜる
④発酵を経て熟成を確認し、常温になったら完成
⑤米袋などの通気性のある袋に入れて保管する

原材料

作り方

ボカシづくりにも応用できます！












